
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型）   
  令和６年３月 31日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立金沢総合高等学校学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇個々のキャリ
ア の 発 達 を 促
し、新たな教育
課程の編成の検
討とともに、実
施に向けて履修
や選択に役立つ
教育計画を生徒
に示し、学びや
すく、個に応じ
たオープンなカ
リキュラムを編
成する。 
 

〇 「 真 の 学 ぶ
力」の伸長のた
めの授業改善に
取り組む。 

①新教育課程の
完成年度に向け
て再検証すると
ともに、個に応
じた科目選択に
対する効果的な
履修指導を実施
する。 
 
②ICT 機器を効
果的に活用した
授業改善を組織
的に行い、主体
的に学ぶ姿勢を
培い、家庭学習
を習慣化させて
基礎学力定着を
図る。 
 

①新指導要領にもとづく教育
課程の完成に向け、各関係部
署が連携し、生徒の希望を活
かせるような時間割を作成す
るとともに、生徒の進路実現
に向けた履修指導をおこな
う。 
 
 
②・生徒のニーズに合わせて
指導方法や教材を工夫し、生
徒が主体的に学ぶことができ
るよう授業改善を進める。ま
た、これを推進するため、ICT
機器の効果的な活用方法や、
生徒の主体性を培う授業づく
りについての研修会を開催す
る。 
・スタディサポートを活用
し、学校や家庭での学習・生
活習慣の確立に努める。 

①・生徒の希望を受け入れ
られるような時間割を作成
することができたか。 
・各部署が連携して、適切
な履修指導をおこなうこと
ができたか。 
 
 
 
②・授業アンケートの結果
や研修での学びを生かし、
指導方法や教材を工夫する
ことができたか。生徒の学
習意欲を高め、主体性を育
む授業づくりの参考になる
ような研修会を定期的に実
施することができたか。 
 
・スタディサポートレポー
トを面談等で活用し、学び
の支援ができたか。 

①教科・系列と連携
し、効率的な講座の
配置を検討し、生徒
の希望に沿う時間割
作成に努めた。 
 
 
②・ICT 機器を効果的
に活用し、また生徒
の主体的活動を多く
取り入れ他者と協働
し互いを尊重する姿
勢を身につけさせる
ことができた。ま
た、生徒のニーズに
合わせて指導方法や
教材を工夫した。 
 
・スタディサポート
の活用を促した。 

①新学習要領に基づ
き、生徒の希望がよ
り反映できるよう関
係部署と連携し、時
間割の作成や履修指
導に努める。 
 
②・生涯教育を意識
した授業内容を探求
する。他者との協働
をさらに活発にし、
他者の考えを取り入
れ自らの考えを深め
られる機会を増やし
ていく。 
 
・外部教材の効果を
引き出す具体的な取
り組みを考え、基礎
力の定着に結び付け
る必要がある。 

①個々のキャリアの発達を促
すため、生徒の希望に沿う時
間割作成に努めたことは素晴
らしいと思う。 
 
 
 
②・生徒が自身の“学び方”
を自ら工夫・改善できるよう
に意識づけする事が、生涯学
習への意識づけや外部教材の
効果的な活用にも関わってく
ると思う。授業改善は一筋縄
ではいかないとは思うが、基
礎学力の定着に結び付くよう
引き続き取り組みを進めてほ
しい。 

・スタディサポートの効果測

定はどのようにしているのか

知りたい。 

①可能な限り生
徒の希望に沿う
時間割の作成を
実現したが、希
望者が多数いる
講座の調整方法
に課題が残っ
た。 
②年２回の研修
会を通して、教
科指導に効果的
な ICT 活用方法
等を共有するこ
とができたが、
ニーズに応じた
研修という点で
は課題が残っ
た。 

①来年度は新教
育課程の完成年
度であり科目の
整備の成果が見
られると考えら
れる。また体育
館の耐震工事が
実施される影響
を最小限になる
よう工夫をして
ほしい。 
②研修会のテー
マ設定や研修方
法等を検討する
ことで、職員の
ニーズに沿った
研修会を期待し
たい。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

〇生徒の主体的
な活動による学
校行事や生徒会
活動等を通し、
生徒がお互いを
尊重し、協働す
る姿勢を身に付
けさせて、リー
ダ ー 性 を 育 て
る。 
 
〇生徒の多様性
を踏まえた支援
体制の充実を図
り、併せて、規
範意識を高め、
SDGs を活用し、
本校生徒として
の 意 識 を 高 め
る。 
 

①学校行事や委
員会活動、部活
動などの活動内
容を精選・改善
し、生徒の主体
性、協働性を高
める。 
 
 
②校内の教育相
談体制を充実さ
せて、多様な生
徒に応じた相談
活 動 を 展 開 す
る。 
 
 
③生徒の規範意
識の向上を意識
した日常の生活
指 導 を 実 施 す
る。 
 
 

①生徒一人ひとりが自らの役
割を考え、主体的に動くこと
ができる環境を整える。ま
た、生徒の主体性や協働性を
高められるよう、生徒の意見
も取り入れながら、学校行事
や委員会活動、部活動などの
活動内容の見直しをおこな
う。 
②スクールカウンセラー及び
スクールソーシャルワーカー
の配置拡大を受け、教育相談
担当教員との連携体制を確立
させ、教育相談を充実させ
る。また、教員間の情報共有
を積極的に行い、保護者との
連携を迅速に行う。 
 
 
③・生徒が、日常の挨拶や時
間厳守等の基本的なマナー、
社会性を身につけられるよう
支援する。 
・生徒の規範意識向上に向け
た指導をより効果的に行うこ
とができるよう、教職員間の
共通認識を確かなものとす
る。 

①生徒一人ひとりが学校行
事や委員会活動、部活動の
活動内容を振り返ったとき
に、満足のいく活動ができ
たと感じることができた
か。生徒主体の学校行事・
部活動の運営により、学校
生活の活性化がはかれた
か。 
②スクールカウンセラー
及びスクールソーシャル
ワーカーとの連携体制を
整備し、十分に生徒・保
護者の相談に対応して、
相談件数が増えたか。 
 
 
 
 
③・生徒が基本的な生活
習慣を身に付け、社会的
なルールやマナー向上が定
着したか。 
・あいさつ運動や頭髪、
服装規定等が適切で明快
なものとなるよう検証
し、必要に応じて改善す
ることができたか。 
 

①体育祭や文化祭では
生徒会や委員会が主体
となって動くような体
制を整えた。3 年次生
は、行事や部活動でリ
ーダーシップを発揮
し、学校全体の生徒活
動を活性化させた。 
 
②スクールカウンセ
ラー及びスクールソ
ーシャルワーカーの
配置増を有効に活用
し、専門的な知見を
加えた対応や指導を
することができた。
また、定期的に生徒
の情報共有をした。 
 
③集会や学級指導を
通じ規範意識の育成
やルールの周知をし
た。個人差はあるが
多くの生徒が基本的
な生活習慣や社会性
を身に着けた。 

①引き続き学校行事で
生徒がリーダーシップ
を発揮できる環境を整
える。 
 
 
 
 
 
②「かながわ子どもサ
ポートドッグ」を有効
活用するための具体的
な方法を検討する必要
がある。 
 
 
 
 
 
③ルールを守ることの
意義を理解させ、年次
だけでなく全教員が共
通意識を持って指導す
る体制づくりが必要で
ある。 

①・教師が生徒に寄り添う姿
勢、出来ると楽しい・うれし
い経験、一丸となった時の経
験、ほめる文化、仲間意識な
ど、生徒の意識改革と併せて
教師の意識改革も必要かもし
れない。 
・文化祭や各種行事、部活動
では、生徒が主体的に取り組
む様子が見られた。生徒主体
で行事を実施しており、様々
な価値観を認め合う風土があ
ると感じている。学校行事等
を活用し、リーダーシップを
発揮できる環境を整えている
ことは評価できるが、一方で
SDGs を活用した取り組みの具
体例が示されていないようで
あるので、示していただきた
い。 
③・挨拶は生徒が自主的に行
っており素晴らしい習慣と思
う。 
・リーダーシップの育成と規
範意識の育成の両方を追求す
る方策として、他校でも試み
られているルールメイキング
の取り組みも、今後は検討さ
れると良いと思う。 

①生徒主体の学
校行事を生徒会
役員及び委員会
を中心に企画運
営し、実践する
ことができたが
コロナ禍で行事
の指導体制の確
立が難しい部分
もあった。 
②スクールカウ
ンセラー、スク
ールソーシャル
ワーカーと養護
教諭、教育相談
コーディネータ
ーの連携によ
り、支援体制を
充実させた。 
③学校全体で生
徒の規範意識の
向上やそれに基
づく行動をとれ
るように指導に
取組んでいる。 

①生徒会及び委
員会の更なる活
性化を図り、主
体的に行事を行
えるような体制
を教員とともに
進めていくこと
を期待する。 
②一部の熟練し
た教員の尽力だ
けではなく、教
育相談コーディ
ネーター研修等
の機会の確保や
教員の意識の醸
成も重要になっ
てくると思われ
る。 
③多くの生徒が
規範を理解し、
一定数がそれに
基づく行動をで
きるが、挨拶や
登下校時のマナ
ーなどは職員の
共通理解のもの
統一した指導を
引き続き、行っ
ていく必要があ
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

〇総合学科のガ
イダンス機能を
活用し、生徒の
主体的な進路選
択を支援・指導
できる進路指導
体制の充実を図
る。 
 
〇学校外の教育
力 を 活 用 し て
「 課 題 解 決 能
力」や「コミュ
ニケーション能
力」を育み、キ
ャリア発達を促
す。 
 

① 「 ガ イ ダ ン
ス」の授業を中
心に、個に応じ
たキャリア教育
を行い、将来の
職業観を構築す
ると共に、職員
の進路支援力を
向上させ、学校
全 体 で 進 路 支
援・指導を展開
する。 
②総合学科高校
の 強 み を 活 か
し、学校外の教
育力を活用して
高校卒業後の目
標設定・達成に
向けた意識づく
りの機会を設け
る。 

①・「ガイダンス」の授業
で、職業観や自己実現あるい
は進路選択を支援するプログ
ラムを計画する。 
・生徒一人ひとりが主体的に
進路選択を行うことができる
よう、生徒の個性に応じた進
路指導や進路相談を実施す
る。 
 
 
 
②他の総合学科高校や上級学
校と連携して、学校外で学ぶ
ことができる機会を生徒に提
供し、生徒の学ぶ意識・探究
心を向上させる。 
 
 

①・生徒の興味・関心を引
き出すとともに、生徒の職
業観を育成し、進路実現に
つなげられるような授業を
計画・実行できたか。 
・履修や進路について十分
な相談の機会を設けたか。
また、生徒一人ひとりの希
望を叶えるために適切な支
援ができたか。 
 
 
②学校外での学びについて
生徒に周知し、講座の受講
者数が増加したか。生徒の
学ぶ意識・探究心が向上し
たか。 

① 「 産 業 社 会 と 人
間」で自己実現に向け
た意欲を養うことがで
きた。研修旅行をガイ
ダンスと関連付け生徒
の探究活動を実施し
た。課題研究の成果が
進路実現につながっ
た。また、面談や履修
ハンドブックの活用で
進路を考えた履修指導
ができた。 
②夏季連携講座等、
学校外の学びを生徒に
周知して多くの生徒が
受講した。2 年次では
フロンティアやプレ課
題研究で多くの外部機
関とやり取りを通し学
習の幅が広がった。 

①自己実現への意欲が
低い生徒へのアプロー
チの仕方を改善する。
実施方法や評価におい
てガイダンスグループ
と年次の連携に課題が
残った。 
 
②他の総合学科高校や
上級学校との連携を強
め、生徒が学校外で学
ぶ機会をさらに増やし
ていきたい。告知から
申込み締め切りまでの
時間が短いので、校外
連携部会と連携して告
知を早くしていく必要
がある。 

①・主体性を育み、他者と協
働し互いを尊重する姿勢を涵
養することは、キャリア教育
の本質であり、このような取
組が出来た点は評価したい。 
・上級学校で行う「キャリア
理論の授業」を外部の力を借
りながら高校１年生から取り
組むと、生徒の行動が変わ
り、課題研究・探究学習の質
が向上すると思われる。 

②上級学校や企業と連携し、

生徒がワクワクする学外での

学びを引き続き拡充して欲し

い。委員としても、そのよう

な学びの場を考え、提案した

い。また、生徒にそれらの学

びの機会をもっと活用するよ

うに勧め、世間と己を知るチ

ャンスとしてほしい。 

①ガイダンスの
授業を中心にキ
ャリア教育を行
い、職業観を養
った。また教員
の進路の知識の
向上を図り、相
談体制を徹底
し、進路実現を
推進したことは
大きな成果であ
る。 
②学校外の機関
への訪問等を徹
底し、「課題解
決能力」を育ん
だ。 

①本校の要であ
るガイダンスの
共通理解を図り
ながら、良いも
のは継承しつつ
改善を図って、
時代に即した形
に少しづつ変え
ていくことを期
待している。 
②学校の外に出
すことで生徒た
ちに揺さぶりを
かけ、進路意識
向上のきっかけ
となるプログラ
ムを再構築して
いく。 

４ 地域等との協働 

〇地域や保護者
との連携を推
進し、開かれ
た学校づくり
を進め、本校
の教育活動を
積極的に発信
し、広報活動
を推進する。 

 
 
〇防災意識を高
め 、 本 校 の
SDGs(防災)の
体制づくりに
取り組む。 

 

①本校の教育活
動をリアルタイ
ムでＨＰ等を更
新して、広報活
動を充実させ本
校の魅力を発信
する。 
②地域の行事に
積極的に参加し
学校の魅力をア
ピールして、開
かれた学校づく
りを推進する。 
 
 
 
③本校の防災体
制を整備して生
徒たちの防災意
識を高める訓練
を実施する。ま
た地域との防災
連携を強化す
る。 

①学校説明会や中学校訪問、
文化祭やオープンスクールな
どを通じて充実した広報活動
を実践し、ホームページや掲
示板の内容を充実させる。 
 
 
②学校運営協議会委員の提言
を生かして地域連携を進め、
近隣の学校や団体と積極的に
交流し、学校の魅力を発信し
ていく。また、公開授業等を
通して地域の方々に学校の様
子を知っていただく機会を設
ける。 
 
③防災計画の具体化、防災訓
練の実施等で防災意識を高め
る。また、地域との防災連携
を拡充させる。 

①来校者数や来校時のアン
ケート結果の集約、ホーム
ページの内容更新と更新の
回数の状況。 
 
 
 
②学校運営協議会委員の提
言を生かして地域連携を進
め、近隣の学校や団体との
交流を通して、学校の魅力
を発信することができた
か。地域の方々が来校でき
る機会を増やし、地域の学
校としての認知度を高める
ことができたか。 
③防災計画の具体化や更新
状況。備蓄品の補充。防災
訓練の実施状況。防災に関
わる地域との連携状況。 

①学校説明会を3回実
施し多数の来場者を
迎え、中学校の訪問
及び来校を 15 回行
い、広報活動が充実
した。 
②学校運営協議会委
員から様々な提言を
いただき、教育活動
に生かしている。委
員の方にICTの教員研
修をしていただい
た。一方、公開講座
を開催したが、参加
者が集まらなかっ
た。 
 
③地震・津波を想定
して防災訓練を2度実
施した。地域との連
携として、福祉施設
の避難訓練を本校で
行った。 

①学校行事等が平常に
戻りつつあるため、よ
り地域や中学校へ広報
活動を充実させ本校の
魅力を発信する必要が
ある。 
②引き続き学校運営協
議会委員の提言を教育
活動に生かしていく。
公開授業については、
開催の意義や必要性を
検討していきたい。 
 
③生徒だけではなく、
地域の災害拠点の一つ
としても役割が果たせ
るだけの備蓄や防災マ
ニュアルが必要であ
る。 

①オープンスクールには多数
の中学生が来校していたの
で、広報活動の努力が実を結
んだものと思う。ホームペー
ジも適宜更新されており、こ
れからも本校の魅力を発信し
てほしい。 

②・教員向け ICT研修は業務

の効率化、教育の質向上に不

可欠である。次年度以降は、

課題別や ICTの習熟度別に対

象者やプログラムの内容を分

けても良いと考える。 

・公開講座に関しては、オー
プンスクール等の休日行事の
ある日に合わせて行う等の工
夫を試みても良いと思う。 
③地域との防災連携の強化・
拡充の取り組みは、本校の立
地上非常に重要である。地域
の災害拠点の一つとして地域
住民が集い懇談する機会があ
ると良い。 

①公私合同説明
会、学校説明会
等の広報活動や
学校行事やオー
プンスクール等
をＨＰ等で、地
域や保護者に対
して学校の魅力
をアピールし教
育活動を発信し
たがリアルタイ
ムの発信に課題
があった。 
②地域の行事等
に積極的に部活
動等の生徒を参
加させて、学校
の魅力を発信す
ることができた 
③地域との連携
を進め、防災に
対する意識の向
上と訓練を実施
した。 

①引き続き、教
育活動の情報発
信をしていくと
ともに、HP に
よるリアルタイ
ムの発信を充実
させていく。 
②近隣地区であ
る並木や富岡の
行事はもちろん
コミュニティ
FM との連携を
通してさらに魅
力発信の充実を
期待したい。 
③学校運営協議
会を利用して近
隣施設と生徒と
の協働による取
組を企画して防
災意識を高揚を
図ることを期待
したい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心な
学校づくりを
推進する。 

 
 
〇総合学科とし
て、社会の変
化に迅速に対
応できる学校
運営組織の構
築 に 取 り 組
む。 

①効果的な研修
会を実施して、
事故不祥事を未
然に防ぐ体制を
つくる。 
②Teams の効果
的な活用や業務
の見直しから働
き 方 改 革 を 進
め、生徒と関わ
る時間を増やす
べく業務のスリ
ム 化 を 推 進 す
る。 

①不祥事ゼロプログラムを定
め、定期的に研修会を実施
し、事故防止に向けた啓発活
動をおこなう。 
 
②Teams を効果的に活用するな
どして、業務の効率化を図
る。また、業務の在り方につ
いて、抜本的な見直しをおこ
なう。 

①事故・不祥事を未然に
防ぐため、定期的に研修
会を実施し、職員の意識
を向上させることができた
か。 
②業務の見直し、効率化を
進めることができたか。生
徒と関わる時間を増やすこ
とができたか。 

①不祥事ゼロプログラ
ムを定め、定期的に研
修会の機会を設け、職
員の意識向上に努め
た。私費の執行や事故
防止に関する研修会を
行い、スムーズに処理
することができた。 
②勤務整理簿や長期休
業中の予定表を廃止し
て、Teams で管理する
ことができた。 

①不祥事ゼロプログラ
ムを通し、引き続き職
員の意識向上に努めて
いく。また、定期的に
私費執行に関する事故
防止等の研修会を計画
する必要がある。 
②今後はチャネル等を
活用してメンバー間で
情報共有することで、
打合せの回数等の減ら
して時間短縮を図り、
業務のスリム化を推進
したい。 

①達成状況等については申し
分ないが、事故不祥事は一瞬
の隙に起こりうる。記載の通
り常日頃から意識し、かつ意
識の醸成を図って頂きたい。
また、万が一、事故不祥事が
起きてしまった場合の想定を
しておくことも大切と思う。 
②教員の心にゆとりが出来れ
ば、それが健全な学校運営に
つながると考える。業務の見
直し・効率化に向け具体的な
成果が示せるような取組を進
めてほしい。 

①今年度も事故
はなかったが自
分事になるよう
な研修会を実施
していくととも
に風通しの良い
職場を目指して
いく。 
②Teams を活用
して業務のスリ
ム化を少しづつ
進めたが、さら
に働き方を意識
させる。 

①常日頃からお
互いが意識して
業務できるよう
な職場環境づく
りを目指してい
く必要がある。 
②他校や外部機
関との実践例な
どを参考に働き
がいのある職場
づくりを目指し
ていく。 



 

 


